
Executive Panel Sessions  

「世界のエネルギー持続性と気候変動に対する自動車 

      および燃料技術の未来への挑戦」 開催のご案内 
 
本年 7 月の、2007 SAE/JSAE International Fuels and Lubricants Meeting Kyoto の

一環として、標記ワークショップが開催されます。 
このワークショップには、内外からエネルギー、バイオ燃料および自動車技術に関する

著名な専門家がパネリストとして出席し、環境およびエネルギーセキュリティに対して、

自動車および燃料技術者としてどのように対応していくかを議論する予定です。 
 
入場は無料です。特に、事前登録の必要もありませんので、下記場所、時間に直接おいで

ください。 
 
・日 時：2007 年 7 月 26 日（木） 8:30 －16:30 
・場 所：京都テルサ （JR 京都駅より、南徒歩 10 分）詳細下図 電話: 075-692-3400 
・プレゼン資料：当日希望者に配布（有料）  

ただし、2007 SAE/JSAE International F＆L Meeting Kyoto 登録者は無料配布 
 

2007 SAE/JSAE International F＆L Meeting Kyoto（7 月 23 日－26 日）に登録   

ご希望の方は、http://www.jsae.or.jp/2007fl/  にアクセスして下さい。 
 
・ お問い合わせ先：(社)自動車技術会 ITS･国際会議 伊藤(電話:03-3262-8294/ ito@jsae.or.jp） 
 
 
    

<Access from Kyoto TERRSA > ・10 min walk from Kyoto Station



Executive Panel Sessions  

「世界のエネルギー持続性と気候変動に対する自動車 

および燃料技術の未来への挑戦」 

 
A. 自動車燃料の将来動向 (8:30-10:20)  

   司会：F. Palmer (International Fuels Quality Center, University of Leeds) 

 M. E. Tunison 
ExxonMobil Refining & Supply,

Manager 
エクソンモービルのエネルギー見通し 

 Azman Abd Rashid
Shell International Petroleum Co. 

(SIPC) Ltd. Senior Advisor 

新エネルギーへの挑戦 

･･･合成燃料の見通し 

 松村 幾敏 新日本石油、常務取締役 日本における自動車用燃料の見通しと計画

 大久保 泰邦 
産業技術総合研究所、 

室長 
エネルギー資源の見通し 

B.バイオ燃料の将来動向 (10:40-12:10)  

  司会：V. Sick (University of Michigan)  

 Frank Palmer 
International Fuels Quality Center,

University of Leeds, Professor  
バイオ燃料導入のグローバル見通し 

 池上  詢 京都大学、名誉教授 
バイオディーゼル燃料導入に実質的な理解

を得るための京都市の努力 

 後藤 新一 
産業技術総合研究所、 

研究ｾﾝﾀｰ長 
バイオ燃料対応の自動車技術 

C．自動車技術の将来動向 (13:30-15:20)  

  司会：神本武征（東京工業大学 名誉教授）  

 堀 政彦 日本自動車研究所、技監 2030 年に向けた将来自動車技術 

 上田 建仁 トヨタ自動車、常務取締役 トヨタの将来パワートレーン戦略 

 Stefan Keppeler 
DaimlerChrysler AG, Senior 

Manager 

ダイムラークライスラーの将来パワートレイン

戦略 

 飯山 明裕 日産自動車、ｴｷｽﾊﾟｰﾄﾘｰﾀﾞ 
水素利用の技術･･･日産における FCV 開発

の現状と将来 

D.総合討議  (15:30-16:30) 

  司会：神本武征、F. Palmer 

 成瀬 茂夫 
経済産業省 

資源ｴﾈﾙｷﾞｰ庁、室長 

エネルギー安全保障に対する 

日本の政策 

   ＊総合討議には、Ａ,Ｂ,Ｃのセッションの講演者も参加します。 


